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【概 要】

「超高ベータ球状トカマク（ST）プラズマ」を生成し、維持するための新手法を開発す

ることを目的とする。ベータとはプラズマ圧力と閉じ込め磁場圧力の比であり、磁場に

よるプラズマ閉じ込めの効率を表す重要なパラメーターである。高ベータプラズマが安

定に得られれば、核融合発電炉の小型化が可能となり、経済性が格段と高まる。具体的

には、トーラス中心部に位置するセンターソレノイド（CS）は用いず、真空容器外コイ

ルで生成したプラズマの合体に伴う磁気リコネクションによる磁場から粒子へのエネル

ギー変換を利用した超高ベータ ST プラズマ新生成法の開発を目指す。また、先進的な高

周波（RF）手法を用いた高ベータ ST プラズマの維持を目指す。このため既存の研究設

備を有効利用する。TS-4 ではプラズマ合体による急速なプラズマ加熱による超高ベータ

ST プラズマ生成法を開発し、TST-2 では HHFW（高次高調速波）などを用いた RF 加

熱・電流駆動による高ベータ ST プラズマの維持法を開発する。これらの要素研究の成果

を統合し、合体生成した超高ベータ ST プラズマの RF による維持を実証し、核融合炉へ

の適用の可能性を吟味する。

【期待される成果】

真空容器外のプラズマ生成用コイル 2 対による誘導を用いたプラズマ合体という新し

い手法により、どの程度の高ベータ ST プラズマが生成可能であるかが明らかになる。ま

た、生成されたプラズマを RF で加熱あるいは電流駆動することで、高ベータ ST プラズ

マの寿命をどれほど長くできるかが明らかになる。この方法が成功すれば電極放電も導

体シェルも不要なので、不純物混入を回避することが可能であり、高純度の高ベータプ

ラズマの生成および維持が達成されると期待される。
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